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1．はじめに
　第二言語習得（Second Language Acquisition: SLA）研究において、近年注目を集めて
いる研究分野の一つが動機づけ（motivation）の研究で、 多くの研究が発表されている（Boo, 
Dörnyei & Ryan, 2015）。量的研究が盛んではあるが、近年では学習者を一人の人間とし
て捉える重要性が主張され、質的研究も増えている（Dörnyei, 2005, 2009）。
　その中で、近年注目されているのが複雑システム（complex systems）である。複雑シス
テムとは、部分の単純な総和では説明できないまとまりのことで、各要素が他の要素とたえ
ず相互作用を行い、その結果システム全体を作り出している状態（新多・馬場, 2014参照）
のことである。本稿では、動機づけの一種である可能自己（possible selves）に焦点を置き、
大学生の英語学習を考えたい。また、複雑性理論（Complexity Theory）の動機づけ研究に
おける重要性も議論する。
2．可能自己と複雑性理論
　可能自己は心理学に由来する用語で動機づけの一種である。適切な可能自己を学習者が抱
くことが、学習において有効とされ研究がなされてきた。ここでは、その可能自己の探求を
複雑性理論と関連させて議論する。
2.1　可能自己
　可能自己は、「個人がなるかもしれない、なりたい、なることを恐れている自己」と定義
され、次の3種類に分けられる（Markus & Nurius, 1986, p. 954）
・なりたい自己（selves that we would very much like to become）（理想自己）
・なるかもしれない自己（selves that we could become）
・なることを恐れている自己（selves we are afraid of becoming）
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言語学習において可能自己を持つことは、学習過程で学習者を動機づけることにつながり、
学習に対するビジョン（vision）とも関連すると言われる。Dörnyei（2005, 2009）は、
Markus & Nurius（1986）による可能自己の考えにもとづき、第二言語動機づけ自己シス
テム（L2 Motivational Self System）を提唱した。このシステムによると、学習者の言語
学習における動機づけの源は次の3要素とされる（Dörnyei, 2009, p.13）。
・「所有したいと感じる希望や願望」とされる理想自己
・「所有しなくてはならないと感じる義務」と関連する義務自己
・第二言語学習経験と関連する「学習環境や経験に基づいた動機」
これらの3要素のうち中心的な要素は理想自己と義務自己である。学習者は、自分の実際の
自己と、こうありたい（理想自己）、こうあらねばならないという自己（義務自己）の間に
ある差を埋めようとして、動機づけを高めると言われている（Higgins, 1987; 1998）。例え
ば、英語を使えるようになりたいという将来像を描くことで動機づけが高まるが、単にイメー
ジするだけでは成功した学習者にはなれない。Dörnyei & Ushioda（2011）によれば、成
功した学習者となるための条件は、学習者が持つ将来像は実現可能であり、また現在自己と
の間に適切な距離が必要であるという。
　MacIntyre, Mackinnon & Clément（2009）は、可能自己に関する実証研究で135人の
高校生を調査し、現在と将来の可能自己を測るための尺度を開発した。尺度は、（1）現在自 
己、（2）将来の可能自己、（3）どれくらい将来自己が実現可能か、（4）それがどのようなも 
のか（how likely it is）、（5）将来自己をどれくらいの頻度で考えるか、という5つの観点
から構成されている。その尺度にもとづいて、Irie（2011）は、242名を対象に調査を実施
し、Yashima（2009）、Ryan（2009）、Taguchi, Magid & Papi（2009）を参考に、日本
文脈における可能自己の尺度を開発した。この尺度は、（1）現在自己、（2）将来自己、（3）
どの程度そのようになることを望んでいるか、（4）義務、（5）どの程度実現可能だと感じ
ているか、（6）想像する頻度、の6つの観点から構成されている。これを利用し、Irie & 
Brewster（2013）では 45名の大学1年生の可能自己を質的に調査した。この研究は、大学
生の理想自己の発達を調査したもので、英語学習と関連する可能自己を持つ学習者は、持た
ない学習者よりも、より学習を制御していることを明らかにした。
2.2　複雑性理論
　動機づけ研究において近年注目を集めているのが、複雑適応システム（complex adaptive 
systems）（Ellis & Larsen-Freeman, 2009など）あるいは複雑ダイナミックシステム（complex 
dynamic systems）（Dörnyei, 2014など）などと呼ばれる複雑システム（Larsen-Freeman 
& Cameron, 2008など）あるいはダイナミックシステム理論（dynamic systems theory）
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（Smith & Thelen, 1993など）という考え方である。これらの用語はその名のとおり複雑
で多様な背景があり、本稿では、これらの考え方をまとめて複雑性理論あるいは複雑システ
ムとして言及する。
　SLA研究や外国語教育における先行研究の多くは、線形関係を想定し、因果関係を明らか
にすることを目的として行われてきた。しかし、実際、英語学習は線的にスムーズに進むと
は限らず、時には後退も伴いながら、様々な要因により、複雑に日々少しずつ前進している
と考えるのが教育に携わる多くの人の実感であろう。また、SLA研究では、言語自体を複雑
適応システムと捉える動き（The Five Graces Group, 2008）もあり、常に動的に変化し、
発達し、適応し、従来の分析方法と異なる研究を提案している。さらに、学習者自身が持つ
特性やそれまでの経験、学習者が置かれている環境なども大いに影響を与えるので、因果関
係のみに焦点を置く、あるいは、ある変数との関係に焦点を置くのではなく、包括的に学習
者を捉え、調査を行うことが重要だと考えられるようになった。
　新多・馬場（2015）は、複雑システムを用いる研究の特徴を、（1）時間軸に沿った変化
に焦点を当てる、（2）視覚に訴える手法を用いてパターンを見つける、（3）研究対象を周
辺の環境ごと研究する、と3点にまとめている。このような研究の特徴は、実は、日本の授
業研究の歴史の中で実践報告として行われてきた。しかし、明確な理論的背景がなく、単な
る報告として理解され、研究としては価値のないものと扱われてきた。笹島（2016）は、
教師認知研究の観点から複雑性理論を考慮し、「教師自身の教師としての成長とかかわり、
生徒の学びを支援する」という目的で、ティーチャー・リサーチ（teacher research）の勧
めを提案している。
　複雑性理論を背景とした研究方法として、Dörnyei（2014）は、再現性（遡行性）質的
モデル化（Retrodictive Qualitative Modelling: RQM）を紹介している。RQMは、インタ
ビュー調査や授業観察などを用い、複雑な授業や学習の実態から遡って、その発端となる典
型的なパターンとなるモデルを明らかにしようとする研究方法であり、具体的には次の3段
階から構成される。（1）授業における顕著な生徒のタイプを特定する。つまり、授業観察
や教師・生徒を対象としたインタビュー、クラスター分析を使用して分析し、質問紙調査な
どによって、顕著なタイプの生徒を抽出する。（2）第1段階で定まったプロトタイプの特徴
をよく示している生徒を特定し、インタビューなどを行う。このインタビューでは、外国語
学習行動を形作っている細かい要因を明らかにする。（3）最も顕著なシステムの構成要素
とそれぞれのシステムの署名ダイナミックス（signature dynamics）（動的な認証システム）
を特定する。特徴的な学習者をインタビューすることで、ある授業の全体的な機能の顕著な
構成要素を明らかにすることができる。この3段階を経ることで、ある授業における学習行
動の動的質的モデルを示すことができ、授業がどのように機能しているのか予測可能な面を
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提供するとしている。
　しかし、Dörnyei（2014）が提案したこのRQMは理論を示しただけであり、具体的な手
法に関しては明確ではない。複雑性理論がSLA研究に取り入れられ始めたのは最近であり、
動機づけに関する研究は少ない（廣森, 2014）が、例えば、Kikuchi（2015）は、日本人
大学生の英語学習に対する動機を増大させる要因、減退させる要因に関して、縦断的調査を
実施し、複雑システムの手法を利用して分析している。動機づけに関する複雑性理論を用い
た実践研究はまだ始まったばかりである。
3．本研究の目的とリサーチクエスチョン
　本研究の目的を、大学生の英語学習と可能自己の関係を動機づけと関連させて設定した。
それとともに、動機づけの研究手法を検討することを視野に入れ、学習者の英語学習の動機
づけを複雑性理論によって分析することを試みる。今後の動機づけの研究のあり方として、
動機づけを、複雑性理論を基盤とした複雑システムとして見ることにより、SLA研究に実践
的に貢献できると考えるからである。そこで、本研究の研究課題は以下の3点とした。
1． 大学生は英語学習に関してどのような可能自己を持つか
2． 複雑性理論の観点から、可能自己に関連して大学生はどのように英語を学習している
か
3． 英語学習者を理解する上で複雑性理論をどのように活用できるか
4．研究方法
　本研究では、量的調査と質的調査の両方を用いて研究を行う混合研究法（mixed methods） 
を採用する。混合研究法には様々な組み合わせ方があるが、本研究では、Dörnyei（2007）
を参考に、量的調査に重きを置いたQUAN→qual（p.170）というアプローチをとり、量
的調査を実施し全体の傾向を掴んだ上で、インタビューなど質的調査を行い、課題を明らか
にしようと意図した。その際、複雑性理論の観点を取り入れ、RQMを研究デザインとして
考慮した。
4.1　参加者
　本研究の参加者は、日本の女子大学に在籍する148名の大学1、2年生で、必修英語授業
の中から集められた。年齢は18 〜 19歳で、TOEFL ITPの平均スコアは515.33である。参
加者の専攻は人文系や理系など様々である。質問紙調査実施時（2015年7月下旬）に、調
査の目的を説明し、承諾書を配布してから、調査を開始した。質問紙調査は匿名で行われ、
基準を満たしていない学生を除き、最終的に対象は126名となった。
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4.2　データ収集と分析
　研究方法に示した通り、質問紙調査とインタビュー調査を下記のように実施し、分析した。
4.2.1　質問紙調査
　本研究で使用した質問紙は、4領域からなり合計で112問の質問が含まれている。Part 1で 
は可能自己について扱った。英語の使用と関連する12の質問文を、Irie（2011）、MacIntyre, 
Mackinnon & Clément（2009）などを参考に作成した。質問文は、 A. 現在、B. 大学卒業 
時、C. 10年後の3つの時期に分かれている。Part 2では学習方略、Part 3では不安、自己
効力感を扱い、Part 4では英語学習歴など参加者自身に関わる質問を用意した。本研究で 
は、Part 1、Part 4の結果のみを扱う（付録参照）。
　
4.2.2　インタビュー調査
　質問紙調査実施後、2015年10月から2016年7月にかけてインタビュー調査を実施した。
参加者は、質問紙調査参加者のうち6名であるが、本稿ではそのうちの2名を扱うので、詳
細は省略する。半構造化インタビューの手法を用い、調査者が事前にいくつか核となる質問
を用意した上で、参加者の回答に応じて質問した。インタビューは、全て録音し、書き起こ
し、分析した。
4.2.3　分析方法
　RQMを研究全体のデザインとして、（1）顕著なタイプの学習者の分類を特定し、（2）そ
の分類にもとづいてインタビューを行い、（3）それぞれの分類の署名ダイナミックスを特
定する、という手順を踏んだ。具体的には、まず、可能自己に関する質問で参加者の分類を
試みた。つまり、現在の可能自己、近い将来の可能自己、遠い将来の可能自己、各平均値を
使用しグループの分類を明確にするためにクラスター分析を実施した。その分類されたグ
ループから2名を抽出し、インタビューを実施し、調査者2名で質的に分析を行った。
5．結果
　質問紙調査の結果をクラスター分析により5グループに分け、異なるグループからレイと
ユキコの2名に焦点を当てインタビューを実施した。
5.1　質問紙調査とクラスター分析
　日本人大学生126名を可能自己の違いにより分類した。本研究では、階層的クラスター分
析ワード法を使用した。クラスター分析に使用した変数は可能自己の平均値であり、デンド
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ログラムを使用して検討した結果、参加者は次のように5つのグループに分類された。
　グループ分けの妥当性を明らかにするために、一元配置分散分析（ANOVA）を実施した。
その際、グループ間の平均値が統計的に有意に異なるか確認した。ANOVAの結果、すべて
のグループにおける、現在自己、近い将来の自己、遠い将来の自己は、それぞれ統計的に有
意となった（F (4, 121)=134.18, p < .01; F (4, 121)=292.75, p < .01; F (4, 121)= 152.13, 
p < .01）。さらに、事後テストとして、テューキーの方法を用いて多重比較を行い、全ての
組み合わせにおいて平均値が有意に異なることを確認した（表5.2参照）。
　こうして、顕著なタイプの学習者を5つのグループごとに、A. 現在自己、B.近い将来の
自己、C. 遠い将来の自己、に分けた（表5.2）。本研究ではグループ4に属するレイと、グルー
プ1に属するユキコの事例を扱う。
 
表5.1．グループごとの人数内訳
グループ 1 グループ 2 グループ 3 グループ 4 グループ 5 合計
18 38 22 13 35 126
表5.3．インタビュー学生２名の基礎データ（2015年時点）
グループ 名　前 年　齢 専　攻 英語学習歴（年数） TOEFL ITP（2015年4月時点）
１ ユキコ 19 社会学 9 480
４ レイ 19 地理 8 540
　 全体
グループ1
（N=18）
グループ2
（N=38）
グループ3
（N=22）
グループ4
（N=13）
グループ5
（N=35）
ANOVA 事後テスト
　 M SD M SD M SD M SD M SD M SD F（4, 121） p 　
A.現在自己 1.81 .56 1.24 1.00 1.48 .17 1.81 .30 3.04 .34 2.03 .27 134.18 .00
1<2*, 1<3*, 
1<4*, 1<5*, 
2<3*, 2<4*, 
2<5*, 3<4*, 
3<5*, 4>5*
B.近い将来
の自己
2.35 .70 1.39 .18 1.92 .18 2.27 .16 3.64 .23 2.88 .29 292.75 .00
1<2*, 1<3*, 
1<4*, 1<5*, 
2<3*, 2<4*, 
2<5*, 3<4*, 
3<5*, 4>5*
C.遠い将来
の自己
2.5 .72 1.57 .27 2.01 .22 2.45 .27 3.55 .39 3.14 .36 152.13 .00
1<2*, 1<3*, 
1<4*, 1<5*, 
2<3*, 2<4*, 
2<5*, 3<4*, 
3<5*, 4>5*
Note. *p<.05
表5.2．それぞれのクラスターにおける可能自己平均値の比較
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5.2　インタビュー調査
　ここでは、上記の質問紙調査の結果をもとに、本研究で設定した目的に適う2名（表5.3
参照）を事例として扱う。まず、それぞれの参加者の背景、最近の英語学習への取り組みを
まとめる。その基礎情報をもとに、それぞれの現状には何がどう影響しているかという点を
詳細に調査者2名で分析し、それぞれの分類の署名ダイナミックスの特定を試みる。インタ
ビューは1名の調査者により行われ、もう1名の調査者はその結果を受けて、さらに考察し、
議論を重ね、分析と解釈を再帰的にやり取りすることで考察した。つまり、その際に、結果
の分析と解釈に関しては、信用性（credibility）、転移可能性（transferability）、再現可能
性（dependability）、確認性（confirmability）の観点（Lincoln and Guba, 1985）から、
調査者の相互作用を尊重し、調査者間の再帰性（reflexivity）を図り、分析を加えた。結果は、
レイの事例とユキコの事例をもとに可能自己と動機づけについて考察する。
 
5.3　グループ4：レイの事例
　レイは、現在自己、将来自己共に高い可能自己を持っているとされるグループ4に分類さ
れる。比較的望ましい動機づけを持った学習者と考えられる。
5.3.1　レイの背景：英語学習に対する内発的統合的動機づけ
　中学校入学後、本格的に英語学習を始めたが、家族の勧めもあり、入学前から英語に触れ
ていた。家に英語教材があり、物語を音読し、暗唱もしていた。新しく英語が始まることを
とても嬉しく思っていた。中学校、高校では、英語の授業が充実していたこともあり、楽し
く学習に取り組むことができた。特に、最初の1年間を通して、英語の読み方を学ぶことが
でき、歌や映画を用いた授業が楽しかった。また、授業でNHKのラジオ番組「基礎英語」
が紹介されたことから、3年間聴いていた。大学入学後は、英語ディベート部に所属し、必
修の英語授業だけでなく、自ら進んでさらに英語の授業を履修している。また、高校入学前
に自身で決めたあるプログラムを利用して、大学院留学するという目標に向かって日々学習
に取り組んでいる。常に自身の英語力を向上させたいという気持ちを持ち、大学で利用でき
る教材を始め、様々な方法を活用して学習に取り組んでいる。
5.3.2　過去の英語学習：適切なレディネスと明確な目標
　レイは主体的に英語を学んでいるが、そのように取り組んでいる理由の一つとして、過去
の英語学習や経験が影響していると考えられる。彼女は中学入学後、本格的に英語を学習し
始めたが、その前に、家族の勧めから英語に触れており、英語を学ぶことを非常に楽しみに
していた。そのことがレイの次の発話からよくわかる。英語学習に対して小さい頃からかな
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り肯定的で学校の英語の授業にもレディネスができていたと考えられる。
中学入学前から、なんかあの卒業して、小学校卒業したときの、この解放感といったらなくて
ですね、なんか新しく始まる英語っていうのが、なんか嬉しかったので、なんか親とかあと、
兄が英語苦手だったんで、まあなんか最初なんかもう早めにやっておいたほうが良いみたいな
感じだったら、すごく、こう英語教材みたいなのがあって、まあそれを音読するみたいなのが
あって、音読してましたね。あれもかなり良かったですね。なんか、ABCもほとんどおぼつか
ないのに、オズのまほうつかいとか暗唱してましたからね。（途中省略）なんかもう歌と同じ
です。音を覚えて、音をただ反復していく。だから、全部しゃべれてるんですけど、まあ何も
意味もあんまりわかってなくて。なんかドロシーとか、ヘンリーみたいな感じで、まあ言葉し
かわかんないんですけど、だんだん、だんだん文法習っていくと、その意味わからないで暗唱
してた文章の意味がわかってくるんですよね。意味というか文法がわかってくる。（2016年2月）
　その後、中学校に入学し、本格的に英語を勉強するようになる。そのときのことに関して、
彼女は以下のように振り返っている。この部分では、英語学習が楽しいという感覚がよく表
れているが、最初から英語が役に立つと考えている点に特徴がある。「基礎英語」を継続的
に聞いている点にも楽しさとともに、定期考査という学校の方針が背景にあり、外発的道具
的動機づけも一つの要因として大きく作用していることと判断できる。
英語の授業だと、あの、やっぱり1番役に立つなと思ったのは、最初の1年間で、最初の1年間、
やっぱり読みかたとかっていうのが、ものすごく、英語って不規則だと思うんですけど、なん
かbikeとか、eがつくとiと読むみたいな、そういう読み方とか、やっぱり初歩的に外国語習っ
た場合、こうつまづきやすい部分てところを、すごく何度も繰り返し声に出させたりとか、歌
にしたりとか、あとまあ、そういう授業で刷り込ませてくれたっていうことと、あと映画とか
を見せてもらったり、あの、歌、簡単な英語でできた歌とかをこう聞かしてくれたりとかすると、
なんかみんな、みんなじゃないですね、私は少なくとも、すごく楽しくて、その歌とか全部覚
えたりして、なんか、あとその当時にちょっと流行ってた「Got Talent」の女の子の歌とか、
簡単な英語なので聞いて覚えたりとかするきっかけにはなってて、それとあと基礎英語を紹介
してくれたっていうことですね。なんかほんとに「基礎英語」は3年間、ほんとによく聞いて、
ダイアローグ覚えたりとかもしてたんで、まあ「基礎英語」を教材として紹介して、さらにあ
の定期テストで、それを範囲にしているっていう学校の方針がなければ、「基礎英語」には触
れてなかったし、続かなかったと思うので。（2016年2月）
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　また、次のような発言から、英語学習について教師の影響とともに自律性が中学生の頃か
ら培われていたことがうかがえる。
中3のときの英語の先生がだいぶ考え方が、なんていうんでしょう、今になっても応用がきく
なあと思うのが、や、あの、英語、学校で教える英語っていうのは、readingとえっと、
writingに偏ってて、speaking, listeningはあんまりやらないけど、ほんとうだったら、その4
つをバランスよくしとくのが良いんだよっていうふうに教えてくれたことですね。多分それが
なかったら、あんまり自分、自主的にそのspeaking, listeningカバーしていくっていうことも
なかったと思うし、まあそれでも割と偏ってしまっていたので、ここ6年間だと、まあ大学に
来て、そのspeakingとlisteningのできなさに打ちひしがれることも、ショックも少ない、少
なかったっていうことがありますね。（2016年2月）
　彼女の場合、授業で聞き習ったことを積極的に自分の学習へ活かしていることが見て取れ
る。このような前向きな学習態度は、彼女の特性と英語への強い興味、幼い頃の様々な肯定
的な経験から生まれていると考えられる。
　現在の英語学習に影響を与えている要素の一つは、次の発言によく表れている。それは明
確な目標設定である。彼女は進学先の大学を検討する上で、大学卒業後の進路も踏まえて選
択している。
まあその頃（高校生の頃）ちょうど私大学は国立で、現役で行きなさいっていうことと、まあ
あと、卒業したらすぐに就職するなり、なんかあの独立するっていう、留学するにしても自費
でっていうなんかこう、2つこう、プレッシャーというかがあって、そうすると、多分入学前
に卒業後のことを考えていたほうが良いなと思い始めてた頃だったので、ここ（現在勉強して
いる大学）に来て、この辺に貼ってある張り紙って全部大学生向けじゃないですか。そういう
情報に触れるのってすごく稀な機会で、で、それにXXX っていう留学プログラムが貼ってあっ
たのを見て、あ、これだと思って。それで、まあどこでも大学は良いから、これに入ろうと思っ
て、思ったので、これ目指してがんばろうって思ってました。（2016年2月）
　このように、彼女は大学入学前に大学卒業後の目標も合わせて設定している。この留学プ
ログラムに参加するには、TOEFL iBTで90点以上取得することが必要であり、大学入学後
この目標に向かって日々学習に取り組んでいる。また留学の目的、留学後の目標について以
下のように言及している。
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（10年後の目標について）海外で仕事をしたいなと思っていて、国際協力とかの教育の場とかで、
英語で何か生徒に基本の国数理社を教えたりとか、そういう仕事とかもあると思うし、あとな
にかしらプロジェクトとかでいろんな国の人と英語で会議をする場とかもあると思うので、そ
れに適応できるぐらいの英語の使用をしていくのかな、しているのがイメージです。
［教育、国際協力ということは、発展途上国のような国？］
そうですね。なんかあまり生活環境が良くない国とかだと、学校はあるけど先生はいないって
いうことを良く聞くので、これから人手不足が解消されていけば私の出番はなくなるんですけ
ど、なんかそういうことがなければ、まあそこに入ったりだとか…あとは、院のプログラムっ
ていうのが、日本語教育のスキルを身につけられるものっていうのでもあって、そのスキルを
活かして、海外でこれは途上国か先進国になるかわかんないんですけど、日本語教育必要とし
てる人に、日本語教育をしていくっていうときに、やっぱり生活の上で、あの、英語は必須な
のかもしれないし、現地語を学ぶ際に、日本語、その現地語だと結構トランスレーションのシ
ステムだと少ないんですけど、英語、その言語のトランスレーションだとあるってこともある
ので、第三言語の学習にも英語が役に立つかなと思っています。（2015年9月）
　単に漠然と「留学したい」という気持ちを抱いているわけではなく、何のために留学する
のか、また留学後何をしたいのかという自分の将来像を自分なりに思い描いていることが明
らかである。
5.3.3　最近の英語学習：明確な目標設定のもと学習の習慣化とともに変わる可能自己
　次に、レイがどのように英語学習へ取り組んでいるか見ていく。まず、彼女の学習の特徴
は、様々な方法を自分で試している点である。例えば、TOEFL iBTのスピーキング、ライティ
ング対策について、以下のように述べている。
あの、なんかとりあえずスピーキングとライティングに関しては、絶対先生の添削が必要になっ
てくると思うので、この前期のTOEFL対策講座を最大限活かそうと思っています。週1回。
まあそれでがんばろう。あと、スピーキングに関しては、あとはなんかアプリがあって、これ
ですね、TOEFL speaking っていうアプリがあって、これでなんかその、テストをこう、やると、
こんな感じで、これで、あとはなんでしたっけ、preparation timeとかも、とか、このよくわ
かんないビープとかもなんか再現してくれるので、これでアンサーすると、あの、その答えを
録音してくれるんですね、自動で。それでチェックすることができて、あとモデルアンサーが
あって、それを聞くことができるっていうのもあるので、まあそれをまあ、私は今3回ぐらい
しか利用してないですけど、まあがんばって利用していこうみたいな感じですね。（2016年4月）
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　このように、彼女は自分にとってどのような学習が必要か把握し、取り組み、テスト対策
で何をどうするかという学習計画ができている。特徴的なことは、テストのための学習とい
う点にある。これはTOEFLである程度のスコアを出さなければいけないという点に集約さ
れるが、それとともに、彼女の過去の学習経験あるいは学習スタイルがよく反映されている
ことがわかる。また、彼女は自分自身の課題も把握できており、英語学習を習慣化すること
を課題として挙げている。これに関しても、中学校の頃の学習体験がよく生かされており、
効率的な学習のしかたを常に考えている点がよく表された発言となっている。それは次の発
言にもよく表れている。英語学習に関しては、継続が大切だということを理解し、それが一
貫して変わらない。しかし、それがどこに起因するかははっきりとは分からないが、内発的、
外発的、統合的、道具的などの動機づけとなる要因が複雑に絡み合っていると予測される。
まあなんか、習慣ですね。なんか、その、朝早く起きてやるっていうのもまあ、あんまりまとまっ
た時間は取れないと思うんですけど、20分とか30分とか、で軽く何か英文読むとか、リスニ
ングをするとか、スピーキングのこのアプリをやってみるとか、まあなんかそういうの決めて、
朝やってみるのも良いのかなと思います。朝起きて必ずそれをするっていうふうにすると、こ
う、プログラミングみたいな感じで、なんかこう、良いのかなと。（2016年4月）
　レイは、メタ認知を活用することで、自分自身が何をするのか把握できているが、常に学
習がスムーズに進んでいるわけではないようだ。例えば、大学のカリキュラムに関して次の
ように発言している。
英語の授業が厳しいと思って、厳しいというか、空きコマが増えたせいで、ちょっとだらだらっ
としてしまって、逆に、そのせいでちょっと、何ていうんでしょう、時間が有り余ってるのに、
その3コマの授業が、英語の授業、必修じゃないので、それがちょっと重荷に感じてしまった
ところがあって。（2016年8月）
　このとき受けていた授業は、1限に開講されていたり、毎回課題があったりということも
あり、負担に感じたようだ。また、授業内容に対しても自分の興味関心、目標とは必ずしも
一致せず、意欲が湧かないようである。さらに、それが必修ではないということも大きな要
因で、履修をやめてもよいが、彼女の「継続は大切」という信念がそうはさせないのであろ
う。ディレンマを感じている。しかし、常に留学のために「英語力を向上させたい」という
気持ちがあり、継続している。彼女の自律性がそうさせているのかもしれないが、この発言
からは彼女の真意は分からない。
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　レイは留学したいという目標を持っているので、常に英語力を伸ばしたいと感じている。
そのために日々英語学習に取り組んでいる。また、彼女は、家庭環境などを背景として、英
語学習を始めたころから英語に興味を持っており、積極的に楽しんで英語を学んでいる。そ
れが、彼女の学習の原動力となっている。しかし、大学での学習では多少の迷いも感じてい
る。つまり、レイは、子供の頃から描く英語学習に対する理想自己を追い求めているが、
TOEFLのスコアに象徴される英語力と留学という目標に内含される義務自己（将来に対す
るプレッシャー）とが多少対立し、「学習環境や経験に基づいた動機」によって左右されな
がら、現在自己と将来自己の複雑な関係性をダイナミックに適応させていく過程にあると見
ることができる。
5.4　グループ1：ユキコの事例
　ユキコは、比較的低いレベルの可能自己を持つグループ1に分類される学生である。英語
に関しては苦手意識を持っているが、決して英語学習力がないわけではない。
5.4.1　ユキコの背景：英語に対する苦手意識
　小学生のときから英会話スクールに通い、英語に触れていた。中高一貫校で学んでいたが、
5教科の中で常に英語が足を引っ張っていた。また、苦手意識を抱えながら、英語学習に取
り組んでいた。中学1年生の頃から、ALTの先生との授業を受けていたが、先生が常に英語
で話すこと、ランダムに指名してくることから、授業で不安や恐怖心を抱えていた。大学入
学後は、必修の英語授業を中心に、英語学習へ取り組んでいる。授業の課題や予習など、や
らなくてはならないことには、日々しっかりと取り組んでいるが、現在も英語に対する苦手
意識を持ち続けている。
5.4.2　過去の英語学習：苦手意識と学習動機づけの欠落から生まれる悪循環
　ユキコは英語に苦手意識を持ちながらも、自分がやるべきことを中心に英語学習へ取り組
んでいる。彼女の英語学習の原点は、小学生のときに通っていた英会話スクールにあるよう
だ。そのことを彼女は次のように述べている。
覚えていることか。えっとですね。まあそんなに規模が大きくなくて、私のクラスは3,4人だっ
たかな。とかなんですよ。それくらい毎回のクラスの規模がちっちゃくて、教室も結構ちっちゃ
い感じだったんですけど、なんで、なにをやってたか、なんかまあ、絵が書いてあって、単語
が下に書いてあって、それを読んだりとか、あとなんか、英語の歌の映像を流して見たりとか、っ
ていうのをやっていた記憶はありますね。
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［それは、楽しかったですか?］
そうですね。多分、苦痛ではなかったと思うんですけど。あの、私他にもいくつか習い事して
たんですけど、あの、嫌だったものは、割とすぐにやだってやめたりしてたので、だから英会話、
確か3年ぐらいかな、やってたと思うんで、それなりに楽しんでたんじゃないかなと思うんで
すけど。（2016年2月）
　英会話スクールのことは印象的に覚えていないが、3年間続けたので苦痛に感じていたわ
けではない。また、複数の習い事をしていたことなどもあり、英語に関する動機づけが薄い
のかもしれない。
　その後、中学校に入学し、ユキコは本格的に英語の学習を始めることとなる。中学校や高
校での学習経験について、以下のように振り返っている。
多分、中学生になって、その中学1年生から高校1年生まで外国人の先生がやるコミュニケーショ
ンの授業があったんですけど、それが全部英語で、日本語を喋ってくれないんですね、一切。
そういう授業があって、しかもコミュニケーション、私あの人見知りなので、しょっぱなから
そういう授業を受けるということ自体にかなり恐怖を覚えたというか、ちょっと、不安があっ
て、それは一つあるかもしれないですね。（2015年10月）
なんか、学期末のテスト（コミュニケーションの授業）がやっぱり、コミュニケーションなん 
で、1対1でやらなきゃいけないんですけど、そんときに、あの、ストップウォッチで1人1分っ
ていう制限時間が決まってて、なんか、それがすごく、なんていうんですかね、私なんか、制
限時間でピッとかやられると、すごい緊張がさらに増しちゃうタイプなので、それは結構印象
的でしたね。あ、どうしようどうしようみたいな。（2016年2月）
　ユキコの場合、英語の授業内や試験の場で、大きな不安を抱えていたことがよくわかる。
さらに、その大きな要因はコミュニケーションの問題で、対人的なこと、時間が制限される
こと、全部英語であることなど、予測できない状況などに対して不安や恐怖を抱くと述べて
いる。
　また、以下の発言から、英語によるコミュニケーションだけではなく、英語という教科に
対して強い苦手意識を持っていることがよくわかる。
ほんとにちょっと高校のときの話になりますけど、英語が一番ダメで、5教科のなかで、あの
ほんとに英語が常に足を引っ張ってる感じの人間だったもので、どうしたらいいんだろうって
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ずっと思いながらいろいろやってはみたけど、なんかどうにもならないっていう感じだったん
で、未だに英語ってどう勉強するものなんだろうっていうのはちょっとわかんない感じですね。
（2015年10月）
そうですね。実際、中学のころから、（英語が）5教科で1番成績が悪かったんで、ずっとそう
だったんで、それもあるんですよね、多分。だから他の教科と違って、あんまりうまくいかな
いんですよね、やっても。あんまりうまく成績に結びつかないところもあったので、その辺も
あるかもしれないですね。英語だけは中学に入って初めてやったし、中学受験をしてるので、
他の4教科については、多分、基礎の部分が全然違うからだと思うんですけど、やっぱり、ま
あだからこそ、より難しさを感じたのかもしれないですね。（2016年2月）
　小学校の頃の学習科目についてはある程度勉強方法を理解し、学習に対して自信があるよ
うだ。しかし、英語は中学に入って学んだことから、中学校での学習初期の段階で、英語に
対する興味関心が育まれず、何かの躓きがあったことが予測される。これは本人が述べると
おり彼女の特性に起因すると考えられる。ある程度準備し、予測できて、対処できることに
は、自信を持って前向きに取り組めるが、そうではないことは逃げてしまうのである。
　さらに、次のように述べていることからその点がよくわかる。特に、一度苦手意識を持っ
てしまうと、さらにその克服が難しくなるようだ。
まあ英語に限らずに、そういうところはいろいろありますね。あの、まあ、勉強は、あんなこ
といったらあれなんですけど、5教科で英語が一番できないので、勉強は英語がやっぱり苦手で、
一番、私体育できなくって、超運動音痴なんですけど、なんで、こう、それでも一応なんとか
やろうとするところはあるんで、昔なんか小学校のときに通知表に書いてあった記憶がありま
す。できないなりに、なんかやろうとしてるんだっていうのはわかるんだなって感じのことが
確か書いてあった気がします。（2016年4月）
中1とか中2ぐらいのときのことを思い出してみても、なんか、英語は、勉強、テスト前とかも、
何したら良いのかよくわかんなかったりとかして、困ってたというか、なんか、よくわかんな
いなとか思ってて、やっぱり、他の教科はなんとなく、やり方はわかっていて、で、なんとな
くやったら、なんとなく、ある程度はできる感じだったので、特に中学の最初の頃は。なんか、
そっちのほうが楽しいんでしょうね、だから。だからなんか、ちょっと英語でつまったりとか
すると、すぐほかの教科にひょいひょいやったりとかしてという感じになってたので、だから
なんか結果として、あんまりなんか、英語のやり方を、もっと、根本的に見直してみたりとか、
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そういうことをあんまりしたことなかったのかなって思いますね。（2016年7月）
　ユキコは、幼い頃から嫌なことは続けず、好きなことをする特性を持っている。ただし、
嫌いなことでもやってみようと努力するが、根本的にやり方を理解しないと、満足できない
のかもしれない。何れにしても、英語が一番苦手であり、他の教科とは異なるという意識を
強く持っていると感じられる。
5.4.3　最近の英語学習：苦手意識と折り合いをつける模索
　大学では英語の選択授業を積極的に履修しているわけではない。しかし、自分の専攻であ
る社会学の授業で英語の文献に触れる機会があることから、英語から離れることはできない
状況である。英語に関しては、授業の中で扱われる文献を読み、学生全員が受験することに
なっているTOEFLのために勉強することが中心となっている。このような状況から、「英語
を使ってこういうことができるようになりたい」「英語をこういう場面で使いたい」と具体
的にイメージはないが、自分が取り組むべきことはしっかりと理解し、自身が述べるほど英
語ができないわけではなく、英語の必要性は感じ、努力していることは事実である。内発的
統合的動機づけは弱くても、外発的道具的動機づけはあり、自分の課題は認識している。
なんか、その、まあ、リーディングとかをやってて、思うのは、まあ、これはもう受験期から
自分で思ってたことなんですけど、単語覚えるのがほんとうにだめで、なので、語彙がやっぱ
どうしても少ないんですよね。なんで文法はできて、リーディングができないのかっていうの
は、文法は多分だいたい頭の中に入ってて、なんで、あのTOEFL ITPの文法って、その、文
が書いてあって、どっか間違ってるとこ1個見る問題とか、内容わかんなくても、あ、ここが
文法的におかしいみたいな、のでほとんど解けちゃうので、だから、語彙はなくても大丈夫な
んですけど、リーディングはさすがにそういうわけにはいかないので、語彙がやっぱりだめな
んだろうなっていうのが、これをやってたときも、感覚的にあったので、なんでやっぱりそこ
をどうにかしたほうが良いんだろうなって思って、それでなんか語彙をあげるのは多読が良
いって書いてあったので、あ、もう少し、せめて、多読をするために、もう少し読む機会を増
やそうと思って、まあとりあえず手近にできるかなと思って、そういうふうにしてみたんです
けど。（2016年4月）
　このように、苦手意識を抱きながらも、自分が何をすべきか判断し、取り組んでいる様子
が見られる。リーディングが苦手であることを認識し、苦手を克服するために、自ら進んで
多読に取り組んでいる。この点において、ユキコも英語学習に対する動機づけはそれなりに
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あり、自律的な学習はできていると言える。問題は、英語に対する可能自己が明確ではなく、
理想自己が描けないがために、遠回りしているのではないかと予測される。
そうですね。えっと、やっぱりその、英語がもともと苦手だし、受験生のときから、てか学生
のときからずっとなんか、ちょっと、あんまり、避けてきたというか、積極的にやってこなかっ
たので、やっぱり、もともと、英語じゃなくてもそうなんですけど、なんか、1回だらけると、
なんか、またやり出すのがなんかこう、億劫だったりとかって感じやすいタイプで、なので、
とりあえず毎日、ちょっとやる、なんでも良いからちょっとだけやるっていうふうにしたほう
が、最終的には長く続けられるんじゃないかなっていうことで、毎日継続することを、なるべ
く重視して、やってる感じです。（2016年7月）
　以上のことから、ユキコは、レイとは異なり、明確に「こういうことができるようになり
たい」と考えて、英語学習に取り組んでいるわけではない。また、自ら進んで積極的に英語
学習に取り組んでいるというよりは、英語を勉強しなくてはならないから勉強している状況
にあると言える。そのような状況であっても、試験や、自分の専攻に必要な学習と関連させ
ながら、英語学習に取り組む姿勢は見せている。ユキコは、子どもの頃の英会話スクールで
の漠然とした体験や中学校での授業体験から、英語学習に対する理想自己をうまく形成でき
ずに、受験というシステムの中で英語に出会い、苦手意識を持ちながらも、英語学習に対す
る必要最低限の義務自己に消極的ではあるがなんとか対応しようとして、「学習環境や経験
にもとづいた動機」を少しずつ修正しながら、現在自己と将来自己の複雑な関係性をダイナ
ミックに発展させ、個々の状況に適応しならが、英語学習への動機づけを維持させている。
5.5　レイとユキコの可能自己に関する署名ダイナミックス
　ここまでの議論を踏まえた上で、2人の学習者の可能自己に関する最も顕著なシステムの
構成要素と、それぞれのシステムの動的な認証を示す署名ダイナミックスを提示したい。
5.5.1　レイの可能自己に関する署名ダイナミックス
　レイは、明確な目標を持ち、積極的主体的に学習に取り組んでいる。また、柔軟性があり、
模範的な学習者であると考えられる。しかし、常に学習がうまくいっているわけではなく、
日々困難や葛藤を経験しているのも事実である。例えば、TOEFL iBTの点数は思うように
伸びておらず、また英語学習の習慣化に対して難しさを感じている。それらの総合的な分析
をもとに、レイの可能自己に関する署名ダイナミックスは、図5.1のように表せるだろう。
　内発的統合的動機づけを持ちながら学習していることがポジティブな理想自己の形成につ
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ながり、楽しみながら自発的に英語を学ぶこと
で、「こういうことができるようになりたい」「こ
のように英語が使えるようになりたい」という
思いを抱くようになる。そのようなポジティブ
な理想自己がレディネスとなり、適切な現実自
己へとつながり、自分なりの目標を持ち、学習
に取り組む。しかし、目標を達成する上で、様々
なハードルがあることも実感する。例えば、留
学に関しては、費用や英語力など、様々な壁を
乗り越える必要があると認識した上で、様々に
模索する。そして、その変化する現実自己が、学習スタイルとストラテジーにより左右され
ながらより高次の可能自己へと発展する。レイは、「この方法で英語を勉強しなくてはなら
ない」と何か強いこだわりを持っているわけではなく、「何か良い方法があれば、試してい
きたい」と思い、柔軟に学習に取り組んでいるのである。
5.5.2　ユキコの可能自己に関する署名ダイナミックス
　ユキコは外発的動機づけによって、義務として英語を学んでいる要素が強く、内発的動機
づけは弱いように考えられる。このような状況にもかかわらず、英語を勉強し続けることが
できているのは、授業等で英語の必要性を感じ、苦手だからといって、英語は必要ないと考
えているわけではない。その点からユキコの可能自己の署名ダイナミックスは図5.2のよう
に表せる。
　英語に対する苦手意識が英語学習に関するネガティブな理想自己へとつながり、長年持ち
続けている苦手意識が、「こうなりたい」「こういうことができるようになりたい」という理
想自己を描くことを妨げている。また、このよ
うな状況が、英語学習からの逃避と克服のディ
レンマの中の現実自己へとつながっている。さ
らに、英語の重要性を理解し、苦手意識がある
からといって、英語を勉強しないことの理由に
はならないと感じている一方で、英語を使うこ
とを避けていきたいとも感じている。そして、
このような現実自己が英語学習と折り合いをつ
ける可能自己を導いている可能性がある。
図5.1　レイの可能自己
図5.2　ユキコの可能自己
124
6．考察とまとめ
　本研究では、日本人大学生がどのような可能自己を持つか、また、それに関連して、複雑
性理論の観点から日本人大学生はどのように英語を学んでいるかという課題に焦点を当て
た。複雑な様相を呈する学習者の意識を質問紙調査により量的に調査し、可能自己に関して
予想を立て、インタビューで深い理解を試み、調査者による深い分析を加えることで、可能
自己の署名ダイナミックスを提案しようと意図した。ここでは設定した3つのリサーチクエ
スチョンについて考察する。
6.1　日本人大学生英語学習者はどのような可能自己を持つか
　126名の日本人大学生は可能自己の違いによって5つのグループに分類された。主な特徴
は、参加者のうち6割が低い可能自己を持ち、現在、大学卒業時、10年後のそれぞれにお
いて、英語を使用していない、あるいは、英語を使用する姿が想像できていない、という点
である（表5.2及び付録参照）。
6.2　日本人大学生英語学習者はどのように英語を学習しているか
　グループ4に属するレイに関しては、英語と強く関連する目標を設定していることが、彼
女の主体的かつ積極的な学習と結びついていると予測できた。彼女の英語学習に対する動機
づけは、義務自己、理想自己、現在自己が適切に機能している例と考えられる。一方、グルー
プ1に所属するユキコに関しては、英語の苦手意識に端を発し、明確な目標の欠如から起こ
る、英語学習に対する可能自己をうまく描ききれないということが理解できた。しかし、英
語学習に対する動機づけにおいて、義務自己、理想自己、現在自己が適切に連動しない点が
予測された。
　このような学習者の意識の探求が複雑であることは多くの研究がそれを避けてきたことか
ら明らかであるが、複雑性理論を用いて、複雑に発達する言語学習プロセスを分析すること
で、影響を与えている要素を捉えることが可能であると本研究は示唆したと言える。つまり、
英語学習の動機づけについて現在の状況から可能自己を柱として過去に遡り、何が要因とな
り現在の学習の動機づけとどのように関係しているかを動的に捉える可能性を示した。
6.3　学習者の動機づけ理解への複雑性理論をどのように活用できるか
　本研究は、授業においては教師が主体となり研究を実施する必要性を指摘した。本研究で
は、タイプのことなる2人の学習者を対象に何が現在の学習を作り上げているのかという視
点で、RQMを用いて現在から過去に遡るという方法を試みた。この方法はまだ試行段階で
あり、今後も多くの調査研究を実施しデータを積み重ねる必要があり、より狭い時間軸に注
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目し学習者の変化・発達を見ていく必要もある。例えば、廣森（2014）が示すように、一
つの授業を通して、複雑システムとしての動機づけがどのような条件下でどう変化するのか
見るのは意義がある。学習や授業は複雑な要因が左右し、常に変化すると考えられ、一つ要
因が変化すれば、その後の結果は次々と変化し、結果は多様になると考えられるからである。
このような研究は、授業環境内における動機づけのメカニズムの解明の手がかりとなる可能
性がある。
6.4　まとめ
　本研究のポイントは、英語学習の動機づけと関連して可能自己がどのように作用するのか
という点である。英語と関連する可能自己を持つ学習者は、ストラテジーを活発に使用し、
不安が少なく、自己効力感が高い状態にある。可能自己が高い学習者は、英語学習において、
何らかの目標を明確に設定している。その点から、教師が授業において学習者に英語と関連
する可能自己を意識づけし、サポートしていくことは大切である。学習者は学習者なりに英
語を学習する目的を見出せるようにしていくべきであり、教師は学習者が様々な要因から複
雑に影響を受けていると認識することも大切である。
　授業を複雑システムとして捉え、学習者だけでなく教師も含めて探求する必要がある。学
習者の日々の変化を見ることはもちろん大切であるが、教師自身も様々な要因の影響を受け
日々変化している。また、教師と学習者の相互作用によって授業の学習環境は作りあげられ
ている。様々な要因が複雑に影響し合った結果として存在している学習者と教師が、授業と
いう複雑システムを自律的に探求することは重要であろう。
　本研究は、ごく限られた学習者を対象に実施しているため結果を一般化することはできな
い。しかし、今後も多様な環境において継続的に複雑性理論の観点を加えて、可能自己に焦
点を当て動機づけ研究を実施することで、学習者の複雑な学習プロセスを明らかにできると
期待する。
参考文献
Boo, Z., Dörnyei, Z. & Ryan, S. (2015). L2 motivation research 2005–2014: 
Understanding a publication surge and a changing landscape. System, 55, 145-
157. 
Dörnyei, Z. (2005). The psychology of the language learner: Individual differences  in 
second language acquisition. Mahwah, NJ: Lawrence Erlbaum.
Dörnyei, Z. (2007). Research methods in applied linguistics: Quantitative, qualitative, 
126
and mixed methodologies. Oxford: Oxford University Press.
Dörnyei, Z. (2009). The L2 motivational self system. In Z. Dörnyei & E. Ushioda (Eds.), 
Motivation, language identity and the L2 self (pp. 9–42). Bristol, UK: Multilingual 
Matters.
Dörnyei, Z. (2014). Researching complex dynamic systems:‘Retrodictive qualitative 
modelling’ in the language classroom. Language Teaching, 47(01), 80-91.
Dörnyei, Z., & Ushioda, E. (2011). Teaching and researching motivation (2nd ed.). 
Harlow: Longman.
Ellis, N. C. & Larsen-Freeman, D. (Eds). (2009). Language as a Complex Adaptive 
System. Special issue. Language Learning, 59, Supplement 1.
Higgins, E. T. (1987). Self-discrepancy: a theory relating self and affect. Psychological 
Review, 94(3), 319.
Higgins, E. T. (1998). Promotion and prevention: Regulatory focus as a motivational 
principle. Advances in Experimental Social Psychology, 30, 1-46.
廣森友人（2014）. 「ダイナミックシステム理論に基づいた新しい動機づけ研究の可能性」 
The Language Teacher, 38, 15-18.
Irie, K. (2011). Piloting a scale to measure possible L2 selves for Japanese university 
students: A preliminary analysis. Studies in Language and Culture (The Journal 
of J. F. Oberlin University) 2, 51-65.
Irie, K., & Brewster, D. R. (2013). One curriculum, three stories: Ideal L2 self and L2-
self-discrepancy profiles. In M. T. Apple, D. Da Silva, & T. Fellner (Eds.), 
Language learning motivation in Japan (pp. 110–128). Bristol, UK: Multilingual 
Matters.
Kikuchi, K. (2015). Reexamining demotivators and motivators: A longitudinal study of 
Japanese freshmen's dynamic system in an EFL context. Innovation in Language 
Learning and Teaching, 1-18.
Larsen-Freeman, D., & Cameron, L. (2008). Complex systems and applied linguistics. 
Oxford: Oxford University Press.
Lincoln, Y. S., & Guba, E. G. (1985). Naturalistic inquiry. Beverly Hills, CA: Sage.
MacIntyre, P. D., Mackinnon, S. P., & Clément, R. (2009). The baby, the bathwater, 
and the future of language learning motivation research. In Z. Dörnyei & E. 
Ushioda (Eds.), Motivation, language identity and the L2 self (pp. 43–65). 
Bristol, UK: Multilingual Matters.
大学生の可能自己と英語学習─複雑性理論の可能性─
127
Markus, H., & Nurius, P. (1986). Possible selves. American Psychologist, 41(9), 954-
969.
新多了・馬場今日子（2014）「複雑系とは」 『英語教育』第63巻第7号, 52-53.
新多了・馬場今日子（2015）「複雑系とは」 『英語教育』第63巻第12号, 52-53.
Ryan, S. (2009). Self and identity in L2 motivation in Japan: The ideal L2 self and 
Japanese learners of English. In Z. Dörnyei & E. Ushioda (Eds.), Motivation, 
language identity and the L2 self (pp. 120–143). Bristol, UK: Multilingual 
Matters.
笹島茂（2016）「教師認知の研究を活かしたティーチャー・リサーチ（TR）」『英語教育』第
65巻第3号, 25-27.
Smith, L. B., & Thelen, E. (Eds.). (1993). A dynamic systems approach to development: 
Applications. Cambridge, MA: MIT Press.
Taguchi, T., Magid, M., & Papi, M. (2009). The L2 Motivational Self System among 
Japanese, Chinese and Iranian learners of English: A comparative study. In Z. 
Dörnyei & E. Ushioda (Eds.), Motivation, language identity and the L2 self (pp. 
66–97). Bristol, UK: Multilingual Matters.
The Five Graces Group (Beckner, C., Blythe, R., Bybee, J., Christiansen, M. H., Croft, 
W., Ellis, N. C., Holland, J., Ke, J., Larsen-Freeman, D., Schoenemann, T.) 
(2009). Language is a complex adaptive system. Position paper, Language 
Learning, 59, Supplement 1, 1-27.
Yashima, T. (2009). International posture and the ideal L2 self in the Japanese EFL 
context. In Z. Dörnyei & E. Ushioda (Eds.), Motivation, language identity and 
the L2 self (pp. 144–163). Bristol, UK: Multilingual Matters
128
付録
Part 1 
このパートでは、12の項目に対してA 〜 Cの3つの質問に回答して頂きます。各質問にお
いて、1 〜 4のうち最もあてはまる数字1つに○を付けて下さい。
A B C
今の自分をあらわして
いると思いますか?
大学卒業時、このようになる
可能性があると思いますか?
10年後、このようになる 
可能性があると思いますか？
1　そう思わない
2　あまりそう思わない
3　ややそう思う
4　そう思う
1　そう思わない
2　あまりそう思わない
3　ややそう思う
4　そう思う
1　そう思わない
2　あまりそう思わない
3　ややそう思う
4　そう思う
1
英語の映画やテレビ番
組を楽しんでいる
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
2
英語でのコミュニケー
ションを楽しんでいる
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
3
環境問題や紛争などの
国際情勢について自分
の意見を持っている
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
4
英語を使って様々な国
の人と交友関係を広げ
ている
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
5 英語を流暢に話せる 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
6
趣味、仕事、社会活動に
おいて英語を使用する
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
7
日本に観光に来ている
外国人に英語で話しか
けられるとき、英語で
返答することができる
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
8
英語の本、新聞、雑誌、
インターネットの記事
を読んでいる
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
9
外国人の友人や同僚と
英語で会話をしている
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
10
国際的なキャリア（仕
事）を望んでいる
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
11
英語が話せるので尊敬
されている
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
12
英語圏の国々や地域を
留学、旅行、仕事で訪
れている
1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
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University Students’ Possible Selves and 
Language Learning – the Potential of Complexity Theory
SUEMORI Saki 
SASAJIMA Shigeru
Learner motivation is one of the most researched areas in the field of Second 
Language Acquisition (SLA) and has been widely studied using the notion of possible 
selves. To date, little qualitative research has been conducted concerning the 
relationship between motivation and language learning as Complex Adaptive Systems 
(CAS). This study addresses the issue of Japanese university students’ English learning 
motivation by exploring the relationship between their possible selves and English 
language learning. A questionnaire was distributed to 126 female university students, 
some of whom were subsequently interviewed to specifically examine their goal 
settings and actual learning processes. The findings confirmed that almost 60 % of the 
students had low level of possible selves and did not imagine that they would use 
English in the future. In this paper, 2 students were interviewed and analyzed in a 
qualitative method employing Retrodictive Qualitative Modelling (RQM) (Dörnyei, 
2014). The results revealed that the students can constantly be influenced by various 
factors such as their family, teacher and learning experiences, and indicated that their 
possible selves can be important attractors to help develop motivation to learn 
English. The research suggests that each learner can possibly have his or her own 
unique characteristics. It also implicates that Complexity Theory may have the 
potential to see how to understand a complex dynamic model of language learning 
motivation including possible selves.

